INTEC 

COMPONENT WORLD 


ONKYO 

はじめに 2 


ステレオカセットテープデッキ 

K-505FX 

取扱説明書 


お買い上げいたださまして、ありびとラござい 
よ 9 〇 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みい 
たださ、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られる所に 
保証書、オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご 
案内ととちに大切に保管してください。 
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主な巧長 


■ さまざまな組み合わせが巧能な単品設計 
■ ドルビー# B/C NR 搭載 
■ ドルビ -* HX PRO 搭載 
■電モカウンター装備 

■ マニュアル録音レベル設定可能&レベルメーター付を 
■頭出し機能搭載 
■才ートテープセレクター 

■オンキヨー製品との組み合わせで CD ワンタッチダビング （ FADE 、 ALBUM ) 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づ去製造されていまず。 

HXPRO は己 an 客 SOlufsen (バング&オルフセン）の考案です。 

" Dolby ". "ドルビー’、 " HXPRO " およびダプル D 記号は、ドルビーラボラト U - ズの商標です。 

ドルビー HX PRO 

ドルビー HX PR 日は、音楽信号の高域成分に応じて録音バイアス電流を常に最適値にコント□ールするシステムです。こ 
のシステムによって高域再生可能範囲び広びり、高域成分の多いデジタルソースでもすば5しい録音びでさます。この効 
果はドルビー NR の設定に関係なく得 5 れます。 


付属品 

ご使用の前に次の付属品がそろっていることをお確かめください。 
() 内の数字は数量を表しています。 


♦才ーデイオ用ピンコード (60 cm ) (2) ^ Rl ケーブル (60 cm ) (1) 



♦取扱説明書（本書） (1) 

♦保証書 ...(1) 

♦オンキヨーご相談窓口 -修理窓□のご案の ........(1) 


RI 端テ付きオンキヨー製 
品とのシステム接続をする 
ケーブルです。 （ RI ケー 
ブルの接続だけではシステ 
ムとして働さません。オー 
デイオ用ピンコードわ正し 
く接続してください。） 


カタ□グおよび包装箱などに表示されている型るの最後にあるアルフアベットは、製品の色を表ず記号でず。 
色は異なっても操作方法は同じでず。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽ち、時間と場所によっては気になるをのです。 

隣り近所への配慮を十分にしましょう。特に静かな夜間には窓を閉めたり、 
へッ ドホンをご使用になるのも 一つの 方まです。 

お互いにむを配り、快い生活環境を守りましょう。 
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目次 


甲'国— 

まな特長 . 

付属 □□. 

オーディオ機器の正しい使いかた 
カセツトの取り扱いについて ....... 

本体の名前と働を . 

前面パネル . 

表示部 . 

後面ノ く个 J レ . 

1」モつン . 



機器を接続ずる前に.... 
システム機能について 


アンプと接続ずる ....... 

電源コードを接続ずる 



電源を入れる .. 

テープを再生ずる .. 

早送り/卷さ戻しをする……… 
巧の頭出しをする . 

ドルビー NR のタイプを選ぶ 
リバ’ースモードを選ぶ . 


- 

録音方法の種類 . 

CD ダビング（アルバム/フェードアウト) 

連続で CD ダビングをする . 

テープの遠中か 5 CD ダビングをする . 

CD シンク IH / MD シンク□録音 . 

無音部を作る . 

手動で録音ずる . 

録音を一時停止する . 


^ — 

困ったとさは 
まな仕様 ....... 

修理について 
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才ーデイオ機器の正しい ffi いかた 


才ーデイオ機器を安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みくださし、。 



給表示について 

この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や 
財産への損書を未然に防止ずるために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意巧は次のよラになっていま 
す。内容をよく理解してか5本でをお読みください。 



A 警告 
A 迂意 


この表示を無視して誤った取0扱いをすると、人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定 
される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人げ傷書を負ラ可能性び想定される内容 
および物的損害のみの発生げ想定される内容を示しています。 



絵表示の例 

A A 記号はを意(警告を含む)を促す内容びあ 
ることを告げるものです。図の中に具体的 
なを意内容(左図の場合は感電を意)が描か 
-れています。 

り記号は禁止の行為であることを告げるち 
のです。図の中やお傍に具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止)び描かれています。 




o 


♦記号は行為を強制したり指示する内容を 
告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容(左上図の 
場をは電源プラグをコンセントか5抜いて 
<ださい)び描かれています。 


A 警告 


■ 故障したままの使用はしない 


么爲 

電源プラグをコンセント 
か6巧いて<ださい 


♦万一、煙が出ている、変なにおいや音げするなどの異常状態のまま使巧すると、火災•感電 
の原因となります。すぐに本機の電源プラグをコンセントから巧いてくださし、。 

煙げ出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してくださし、。 


■跑巧に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない 



♦本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないでください。内部には電圧の高い部分びあり、感 
電の原因となります。内部の点検-整備-修理は販売店に依頼してください。 

♦本機を分解、改造しないでください。火災•感電の原因となります。 


■ 10 0 V むがの電圧で使用しない 


0 


♦本機を使用できるのは日本国内のみです。 

♦表示された電源電圧（交流1日0ボルト）かの電圧や船舶などの直流 （DC) 電源には絶巧 
に接続しないで<ださい。火災-感電の原因とな0ます。 


■ 放熱を巧げない 

0 


♦本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に熱びこもり、火災の原因 
となります。本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔びあけ 
てあります。次の点に気を付けてご使巧ください。 

• 本機を逆さまや横倒しにして使巧しないでくださし、。 

• 本機を、専用ラック1；(がの巧し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押し込んで使巧しなし、 
で < ださし、。 

♦テーブルク n スをかけたり、じゅラたん、布団の上に置いて使用しないでください。 

•本機を設置する場合は、壁か51日 cm しソ上の間隔をおいてください。また、放熱をよくする 
ために、他の機器との間は、かし離して置いてください。ラックなどに入れるとさは、機器 
の天画か 52cm]^：LL 背面か5已のずきまをあけてください。 
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オーディオ機器の正しい巧いかた 


■ 水のかかるところに置かない- 

参風呂場では使用しないでください。火巧-感電の原因となります。 

水場での 
使巧禁止 


♦本機は屋内専巧に設計されています。城5さないようにごを意ください。内部に水び入る 
承 と、乂災•感電の原因となります。 



■ 水の入った容器を置かない 


0 


♦本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、囊品や水などの入った容器やルさなを属物を 
置かないでください。中に入った場合、火災•感電の原因となります。 


■ 中に物を入れない 


Q 


♦本機の通風孔、カセットトレイなどから金属類や燃えやすいものを差し込んだり、落とし込 
んだ〇しないでください。火災•感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではごを 
意ください。 



■ 中に水や異物が入った5 


電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


♦万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源プラグをコンセントか5抜 
いて販売ちにご連絡ください。 



電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 


♦電源コードび傷んだ5 (芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま 
使用すると乂災-感電の原因となります。 


0 


参電源コードの上に重いものをのせたり、コードび本機の下敷にならないよラにしてくださ 
し、。コードに傷びついて、火災•感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆うこと 
によ0、それに気付かず、重い物をのせてしまラことがあ0ますのでごを意ください。 
♦電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に®げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
した0しないでください。コードび破損して、火災•感電の原因となります。 


■落としたり、破損したげ態で使用しない 


電源プラグをコンセント 
か6巧いて<ださい 


♦万一、誤って本機を落とした場含や、キャビネットを破損した場含には、そのまま使用しな 
いでください。乂災•感電の原因となります。電源プラグをコンセントか5抜さ、必ず販売 
店にご相談ください。 


■ 雷が鳴りだした日機器に舰れない 



参雷び鳴りだしたら、電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。 
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オーディオ機器の正しい巧いかた 


A 江 局 


■ 設置上のま意 

0 


♦強度の足りない台やぐ5ついたり、傾いたりした所など、不安定な場所に置かないでくださ 
し、。落ちたり倒れた0して、けびの原因となることびあります。 

♦本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないでください。倒れたり落下して、け 
びの原因となることびあります。 

♦本機の上に1日 k 呂 政上の重い物やが枠か5はみ出るよラな大きなものを置かないでくださ 
し、。バランスびくずれて倒れたり落下して、けびの原因となることがあります。 


■ 次のよラな場巧に置かない 


0 


♦調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置かないでください。火災•感 
電の原因となることびあります。 

♦湿気やほこりのをい場所に置かないでくださし、火災-感電の原因となることがあ0ます。 


■ 接続について 

A 

■ 使用上の注意 


♦本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合は、それぞれの機器の取扱説 
明書をよく読み、説明に従って接続して<ださい。また接続は指定のコードを使用してくだ 
さい。指定];(かのコードを使用したりコードを延長したりすると、発熱し、やけどの原因と 
なることびあ0ます。 


Q 


♦おテさまびカセットトレイに手を入れないよラにごを意ください。けがの原因となることび 
おります。 

♦本機に乗った0、ぶ5下がったりしないで<ださし、。特にお子様にはごま意くださし、。倒れ 
たり、こわれたりして、けがの原因となることびあります。 

♦キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製品を近づけないでくださ 
し、。磁気の影響で製品が使えなくなったり、データび消失することがあります。 


■ 電源コード、電源プラグの注意 


0 


♦電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶けて、火災•感電の原因と 
なることがあ0ます。 

♦城れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることびあります。 
♦電源プラグを巧くとさは、電源コードを引っ張5ないでください。コードび傷つさ、火災- 
感電の原因となることがあ0ます。必ずプラグを持って抜いてください。 

♦霞原]-ドを束ねた状態で使巧しないでください。発熱し、火災の原因となることげあります。 


♦旅行などで長期間、本機をご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセン 
卜か5巧いて<ださい。火災の原因となることびあります。 

♦移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントか5巧き、機器間の接続コードなど外部の 
電源プラグをコンセント 接続 コー ドをがしてか5行ってください。 コー ドび傷つき、火災-感電の原因となることび 

から损いて< ださい あじます。 



■ 点検•工事について 




♦お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントか5抜いて行ってください。感電の原 
因となることびあります。 


電源プラグをコンセント 
から巧いて<ださい 


A 


0 

〇 


♦使用環境にちよりますび、2年に1回程度の機器内部の掃除をお勧めします。もよりの販売 
おにご相談ください。 

本機の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることび 
あ0ます。特に湿気のをくなる梅雨期の前に行ラと、よ0効果的です。なお、掃除、点検費 
用等についてち販売店にご相談ください。 

♦電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラッキング現象）を起こすことが知5れていま 
す。年に数回、定期的にプラグのほこりを取り除いて<ださい。梅雨期前び効果的です。 

♦シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装びはげたり変 
おすることびあります。 

♦表面のミちれは、中性洗剤をラすめた液に巧を浸し、固く絞って拭き取ったあと、乾いた巧で 
拭いてくださし、。 

化学ぞラをんなどをお使いになる場合は、それに添付のを意書をなどをお読みください。 
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カセツトの取り扱いについて 


テープについて 


テープがたるんだときは 


メタルテープ巧判別巧 



ノ \ィポジシヨンテープ用判別巧 


本磯はテープを入れるだけで、自動的にテープの種類（メ 
タルテープ、八イポジションテープまたは ノーマル テー 
プ）を判別し、それに応じて録音、再生、消まの特性を調 
整します。（オートテープセレクター機能） 

おずずめでさないテープ 

c -に〇政上のテープは薄く、機器内のテープ送り部に巻き 
込まれたり、切れた0してトラブルを起こしやすいので、 
使用しないでください。また、エンドレステープち故障の 
原因とな0ますので使用しないでください。 


テープびカセツトから飛び出した0、たるんだままでセツ 
卜すると、テープを傷める原因となります。このよラなと 
さは、図のよラに鉛筆をリール軸に差し込み、テープのた 
るみを直してください。 

テープの たるみの直しかた 



カセットテープの保管について _ 

磁気の影響を受けるところ(スピーカー、アンプ、テレビの 
近<など)や、直射曰光の当たるところには置かないで<だ 
さい。また、テープに直接触れたり、ホコリやゴミび付着 
しないよラに、使用後はカセットケースに入れて保管して 
<ださい。 


誤消去防止用ツメについて デッキのお手入れ 


カセツトには、大切に保存しておきたい責重な録音を誤つ 
て消してしまわないよラに、誤消ま防止用のツ方び付いて 
います。 


誤消去を防ぐには 

ドライバーなどでツ;< を折る。 



再び録音ずるには 

折ったツ^の部分にセ□八ンテープを貼る。 

テープの種類を判別する巧をふさぐとオートテープセレク 
ター機能び働かないので注意してください。 


カセットテープデッキのヘッド、キヤプスタン、ピンチ 
□ーラーはテープの走行によってミちれやずい部分です。ク 
リアな音を楽しむために録音、再生の前に市販のへッドク 
U —ニングカセットを使って清掃することをお勧めしま 
す。通常は約]日時間ごとに清掃すると効果的です。 
詳しくはへッドク U —ニングカセットの取扱説明書を参照 
して < ださい。 

清掃は市販の r 湿式タイプ」のヘッドクリーニングカセッ 
卜をご使巧ください。 

•ク U —ニングのとさは、必ずアンプの音量を絞っておい 
て < ださい。 

•清掃後は、2〜3分間テープを入れないでください。 




メタルテープや八イポジションテープの場合は、 
種類判別用巧びあります。 

ふさびないぶラにして < ださい。 



長時間使用するとデッキ内部に磁気が残留し、大切な録音 
済みテープに雑音び入ったり、高音域び出な<なります。 
約已〇時間ごとに、市販のカセットタイプのへッドイレー 
サーで消磁することをお勧めします。消磁方法はヘッドイ 
レーサーの取扱説明書を参照してください。 

•消磁のとをは、必ずアンプの音量を絞っておいてくださ 
し、 


ごま意 

テープの種類判別用巧が開いていなかったり、ふさびれていると、 
正しい録音や再をができないことがあります。 
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本体の名前と働を 



① STANDBY / ON ボタン〔13〕 

電源のスタンバイ/オンを切り換えます。 

③ CD DUBBING ボタン 

INTEC2 日已シ U- ズや FR シ U —ズとの CD ダビングを 
開始します。2種類のダビングちまびあります。 

AL 巨 UM ボタン [1 色、17〕 

アルバム CD ダビングをします。 A 面の最後で途切れる 
曲を削除して B 面に録音し直します。また、 B 面の最後 
で途切れる曲ち削除します。 

FADE ボタン [1 色、17〕 

フエードアウト CD ダビングをします。 A 面の最後で途 
切れる巧の音量を徐々に下げ、 B 面に再度録音し直しま 
す。目面の最後で途切れる巧も音量を徐々に下げて録音 
します。 

③ カセットトレイ[13、16、18、20〕 

カセットテープを入れます。 

④ REC LEVELS / ▼ボタンり6、19、20〕 

録音レベルを調整します。 

感◄/►ボタン〔13〕 

再生や録音を始めます。スタンバイ状態で押すと、 
INTEC2 日已シリーズのアンプや FR シリーズの電源ち 
入れることびでをます。 

才ーブン/ク□—ス 

® A ボタン〔13〕 

カセットトレイを開閉します。 


@ D 0 LBY / NR ボタン〔14〕 

ドルビー NR (雑音の削減）のタイプを選びます。 

感 REV . MODE ボタン [1 己〕 

A 面と B 面の再生方法を選びます。 

感 STANDBY インジケーター〔13〕 

本機びスタンバイ状態のときに点灯します。 

® 表お部 

次ページをご賣ください。 

⑩ COUNTER RESET ボタン〔18、20〕 

カウンターを U セツトします。 

@ •/■■ボタン〔19、20〕 

録音待機状態にします。 

@ 〇ボタン〔19、21〕 

録音中、巧間に已秒間の無音部を入れます。 

御◄◄/►►ボタン〔14〕 

停止中はきさ戻し、早送りをします。再生中は曲の頭出 
しをします。 

蜡■ボタン〔13〕 

再生や録音を停止します。 
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本巧の名前と働を 



の 録音レベル表示 

録音レベルび表示されます。 

② リバースモード表示 

IJ バースモー ドを表示します。 

③ みク表示 

録音中に点打します。 

ボース 

④ I 核示 

一時停止中に点打します。 

⑥ CD DUBB 表示 

C □ダビング中に点打しまず。 


⑥ドルビー NR B/C 表示 

ドルビー NR B タイプまたは C タイプび働いているとき 
に点灯します。 

(7) カウンター表示 

カウンターの数値を表示します。 

⑨フォワード/ IJ パ'-ス表示 

再生方向を表おしまず。 

感 FADE 表示 

フエードアウト CD ダビングモー问こ設定されてしぶと点打 
します。 

颇 ALBUM 表示 

アルバム CD ダビングモードに設定されていると点なし 
ます。 
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本巧の名前と働を 



① IN ( REC )/0 UT ( PLAY )5 ffi ? (2) RI REMOTE CONTROL 端モ 


付属のオーディオ用ピンコードを使って、アンプなどの RI 端子のあるオンキヨー製アンプなどと接続し、連動 

アナ□グ音声入出力端テと接続します。 させるための端テです。 

円 I ケーブルの接続だけでは連動しません。オーディオ 
用ピンコードち正しく接続してください。 

接続ついては、12ぺージをご覧ください。 



■ INTEC 吕〇己シリーズのアンプや FR シリーズに付属のリモコンで本機を操作する 

本機にI」モコンは付属してしほせんび、 INTEC20 己シ IJ- ズのアンプや FR シ1」ーズに付属の U モコンを使って本機を操 
作することびでさます。アンプ部の U モコン受光部にI」モコンを向けて操作してくださし、。 

• INTEC20 已シ U -ズや FR シ U -ズと R I 接続してください。 

ごを意 
一 

RI ケーブルの接続だけでは、システムとして働さません。オーデイオ用ピンコードち正しく接続しください。 

リモコンの使いかた 

U モコンを INTEC20 已シ U- ズのアンプまたは FR シリーズの U モコ ン受光部に向けて操作してください。 


K - 已〇己 FX 
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接続をする 


機器を接続する前に 


•接続する機器の取扱説巧書ちおずお読みください。 

• 電源コードは全ての接続び終わるまでつなびないでくだ 
さい。 

才ーディオ用ピンコードは 1 U 下のように接続してく 
ださい。 

•ホいコネクターをちチャンネル旧の表示)、白いコネク 
ターを左チャンネル （ L の表示）に接続してください。 


•コードのプラグはしっか0と 「差し込み 不完を 

奥まで差し込んでくださし、。^ rTiin= 

接続か不完全でずと、雑音や W — 

動作不良の願になります 。 M 
• オーディオ用ピンコードは電 ^—— Li * 

源コ—ドやスピ—力—一!—ド * —興まで差し込んでください 
と束ねないでください。音質び悪くなることがあ0ます。 


を(白) 
も啸) 



を(白) 
も(ホ) 


I システム機能について _ 

INTEC 3 日已シリーズや FR シ U —ズの組みをわせで RI ケーブル、オーディオ用ピンコードを接続すると、次のシステム機 
能を使うことびできます。 RI ケーブルとは、本機に付属しているオンキヨーのシステム動作巧ケーブルです。 


システム接続のしかた 


アンプや FR シリーズの取扱説明書をご覧ください。 


才ートパワーオン 

機の電源を入れたり、再生を始めると、アンプや FR シ U —ズの電源び自動的に入ります。_ 

" V イレクトチェンジ 

、本機のイ/►ボタンを押すと、アンプや FR シ U - ズの入力び自動的に 「 TAPE 」 に切り換わります。 


リモコン操作 

アンプや FR シリーズに付属の U モコンで本機を操作 
することびでをます。 


詳しくはアンプや FR シ U —ズの取扱説明書をご覧く 
、ださい。 


タイマー操作 

チューナーや FR シ U —ズでタイマー時間を設定し、 
タイマー操作びでさます。 


詳しくはチューナーまたは FR シリーズの取扱説明 
、書をご覧ください。 


CD ダビング 

CD プレーヤーか5本機への録音びワンタッチで行え 
る機能です。 


詳しくは本取扱説明書16ぺージをご覧くださし、。 


シンク□録音 

本機を録音待機状態にしておけば CD プレーヤーや 
MD レコーダーの再生操作のみで録音び自動的に始 
. まります。 


詳しくは本取扱説明書18ぺージをご覧ください。 


• 接続び正しくないと各機能は働きません。12ページを参照しなび5オーディオ用ピンコード、 RI ケーブルを正しく接 
続して < ださい。 

• システム機能については、香機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 

• 一部、旧 INTEC 20 己シ U —ズ製品との組み合わせで動作しない機能びあります。新旧製品の連動動作の対応/非対応に 
ついては、カスタマーセンターにお問い合わせください。 
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接続をする 


r アンプと巧綜する 1 \電源コードを接続ずる 

、 _ J 'k _ 


本機の ANALOG OUT 端子重)とアンプのアナ□グ音声入力 
端テを接続しまず。 

本機の ANALOG IN 端モ©とアンプのアナ□グ音声出力端 
子を接続しまず。 

RI 端テ付さのオンキヨー製品と組み合わせてシステム機能 
を使うときは、付属の RI ケーブルで本機の RI 端テとアン 
プの R I 端子を接続してください。 

例：オンキヨー製アンプ （ A -90 日 FX ) との接続 


電源 コー ドのプラグを コンセン トに差し込みまず。 


家庭巧電源 
コンセント 



アース 側 


目印線側 

目印線側を、家庭用電源 
コンセントの溝の広い方 
(アース側)へ差し込む。 



よりよい音で聞いていただ< ために 

本機の電源コンセントは極性の管理びされています。電源 
コードの目印線側を家庭用電源コンセントの溝のにい方に 
をわせて差し込んでください。家庭用電源コンセントの溝 
の広さび同じ場合はどちらを接続してもかまいません。 


ごを意 

. 2つの RI 端テの働きは同じです。いずれかに接続してくだ 
さい。 

. システム機能については、各機器の取扱説明書ちあわせてご 
賣ください。 

. 円 I 端テの接続だけではシステムとして働さません。 
オーディオ用ピンコードち正しく接続してください。 


INTEC 20 已シリーズとの接続は、 A - 日0己 FX の取扱 
説明書をご覧ください。 
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テープを聞 < 



STANDBY / ON ボタンを巧ず 

STANDS 丫インジケーターび消え、表示 
部び点なします。 

スタンバイ状態に戻ずには 

STAND 目 Y / 日 N ボタンをもう一度押しま 
す。 


-^ 

ON ポタン ー © © — STANDBY ポタン 

画画画国 
国国画国 
国國國國 


A -日〇己 FX に付属の 
U モつン ( R 巳-色 14 S ) 

INTEC 2 日日シリーズシステム全体の電源を入れる 

INTEC 20 已シ U —ズの A - 白日己 FX (アンプ）や S /\-907 FX (AV 
センター)と組み合わせる場含： 

7 アンプ （ AV センター)に付属の 

リモコンの ON ボタンを押す 


U モつン 

( RC -614 S ) 


アンプ ( AV センター）の電源び入ります。 


もラー度 ON ボタンを巧ず 

RI 接続したすベての機器の電源が入0、 
本機の電源ち入ります。 


U モコン 


リモコン 

( RC -614 S ) 


カセットを入れる 

才ーフン/ク□-ス 

A ボタンを巧してカセットトレイを開き 

jo — —rm / Oil I — I ~-r- ! I 


テープ面を奥側にして、再生 
する側を上向をにのせる。 




>カセツトは 
テープ面を 
奥側にし 
て、再生す 
る側 （►) 
を上向さに 
のせます。 


I A ボタンを巧してカセツトトレイを閉じ 
ます。トレイを軽く押して閉じることも 
でさます。 


トレイを閉じるとさに指をはさまれないよラ 
にごミ主意ください。 


再生を始める 

再生したい方向の◄/►ボタン（◄また 
は ►) を巧します。 

•走行ち向のプレイ表示び点灯します。 


•スタンバイ状態か6^/►ボタン（◄ま 
たは ►) を押すと、電源び入り再生を始め 
よ 9 〇 

• AI 端テ付きオンキヨー製品とシステム 
接続している場合は、アンプ内蔵機器の 
電源ち入ります。 

再生を止めるには 

7■ボタンを巧します。 

カセツトを取り出ずには 


システム全体をスタンバイ状態に戻ずには A ポタンを押します。 

スタンバイ 

リモコンの STAND 巨丫ボタンを押します。 _ 
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テープを聞 < 


ドルビー U バース モード 


DOLBY NR ボタン REV . MODE ポタン 



例： A -9 日已 FX 
U モコンよつてボタン 
のお状は異なりまず 



■◄◄/► M ボタン 


甲 


■ボタン 


早送り/巻き戻しをずる 



、 ' 、 

リモコン 


停止中に本体の◄◄/►►ボタン 
またはリモコンの！ ◄◄/►►! ボタ 
ンを巧ず 

本体の►►ボタンまたはリモコンので 
ボタンを巧すと、ち方向に早を0します。 
本体の◄◄ボタンまたはリモコンので 
ポタンを巧ずと、左方向にきさ戻ししま 

•途中で停止させたいとさは、■ボタン 
を巧して < ださい。 


巧の頭、出しをずる 


- I 再生中に本体の◄◄/►►ボタン 

またはリモコンの!ボタ 
i \1 ンを f 甲ず 

ホ <本 •最大1已巧まで頭出し選曲でさます。 

•表示は巧間を検出ずるごとにカウント 
ダウンします。 


リモコン 



再生中に2巧後ろの巧を選ぶときはボタンを2回巧しまず。 


フォワード再生中 (►) 



本体 リモコン 
巧数の数だけ押ず 


リバース再生中 (◄) 



本体 リモコン 
巧数の数だけ巧ず 


P S 


ご'ま意 

頭出し選巧は、巧と曲の間の無音部分（已秒政上）を検出して 
動作します。したがって、次のよラなテープでは正常に動作し 
ないことびあります。 

• 巧間に日砂の無音部分びないテープ 
• 会話などで音び途切れているテープ 

• 巧間と間違えるほどの極端にレベルの低い部分のあるテープ 
(短い静かな部分のあとに大きな音びある場合など） 
.フエードイン、フエードアウト録音したテープ 


ドルビー NR のタイプを選ぶ 


ドルビー NR (ノイズリダクション）システム 

テープを 再生すると、ヒスノイズ（サーといラ雑音）び出 
ます。ドルビー NR は、このノイズを低減する機能です。録 
音時や再生時に設定します。録音時と同じドルビー NR タイ 
プで再生すると、より良い音になります。 

本機は、ドルビー NR の日タイプと C タイプを搭載してしほす。 
• ドルビー NR B タイプは、一般用として広く定着しています。 
• ドルビー NRC タイプは、 B タイプに比べさ5に大きな雑 
音低減効果があ0ます。 

•お買い上げ時の設定は、ドルビー NR システムび「オス 
の状態です。 


ドルビー 

DOLBY NR ボタンを（くり返し） 
巧ず 

い ボタンを巧すたびに凹下の順でドルビー 
NR のタイプび切り換わります。 


—— ►□□B —►□□C ——I 
—消巧（オフ状態）< 


例： 

再生中に 2 ffi 前の m を選ぶときはボタンを3回押しまず。 


フオワード再生中 (►) ij ; V ’ース再生中(イ) 



本体 リモコン 本体 リモコン 

巧数+1回押ず 巧数+1回 f 甲ず 


し止る 

ドルビー NR の設定はスタンバイ状態でち記憶されていますが、 
電源コードを抜いたときや停電時は、お買い上げ時の設定「才 
フ」に戻ります。 


-P EI 
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—プを聞く 歸吕する 


ソバースモードを還ぶ 


リバース モード 

REV . MODE ボタンを（くり返し） f 甲す 



ボタンを巧すたびに、 IJ バースモードび下記のよラに切 D 
換わりまず。 

:片面を再生して停止します。 

♦个 

:両面をく 0あし8往復再生して停止します。 
(お買い上げ時の設定） 

' A 面かう走行 ストップ ’ 

巧|}〇補-医 H 

^ B 面か5走行 ストップ 

巧隊夺区@1 


A 面から走行 

•再生の場合は、8往復くり返します。 

• 録音の場含は、1往復して停止します。 

B 面か5走行 

ri ) c/l 一 1>词1 

巳結节-於 (fF 

•再生の場をは、8往復くり返します。 
•録音の場合は、巨面のみ録音して停止 
_ します 0_ ノ 

(カセットテープの上面を A 面としています。） 


U バースモードの設定は、本機をスタンバイ状態にしてち記憶 
されますが、電源コードを抜いたとさや停電時は、お買い上げ 
時の設定「こ)」に戻ります。 


あなたが録音したちのは、個人として楽しむほかは 
_著作権法上、権利ちに無断で使用でをません。_ 

•録音用テープは誤消去防止用ツ^が巧れていないものを使用 
してください。 （ d ^7 ページ） 

• 録音前に、接続した機器の再生モードや設定を確認してくだ 
さい。 

[録音方をの種類 ) 

■オンキヨー製 INTEC20 日シリーズや FR シ 
リーズと組み合わせている場合 

CD ダビング 

CD DUBBING ボタンを使って CD から本機へワンタッチで 
録音します。録音開始時にテープの卷さ戻し、録音中に A / 
目両面へのテープの編集を自動で巧います。 

•アルバム CD ダビング （ d ^ 16 ぺージ） 

A 面で最後まで録音できなかった巧を消まし、 B 面の1巧 
目として録音します。巨面で最後まで録音でをなかった巧 
ち消去されます。 

J A 品 録音方@ 

- A 面- 

消去されます 


3 


__1 1 已 I 

消去されまず^ 


>フェードアウト CD ダビング （腐 =16ぺージ） 

A 面で最後まで録音でさなかった巧を途中でフェードアウ 
卜（徐々に音量をルさく）し、再度目面の]曲目として録 
音します。目面で最後まで録音でさなかった巧をフェード 
アウトされます。 


フエードアウト 


X 3 


録音方向 


_ iLAy 

フエードアウト、 


•連続で CD ダビングをずる17ページ） 

2枚！; LL の CD を連続してダビングするとさに便利です。 
一旦、録音を止奴、2枚目の CD ダビングのとをはきき戻 
さずに CD ダビングを開始します。 

• テープの途中か 5 CD 夕‘ビングをずる （1^1 7ページ） 

録音済みのテープに追加して CD ダビングをするときに便利 
です。テープをきき戻さずに CD ダビングを開始します。 

CD シンク IH / MD シンク□録音 （腐 =18ぺージ） 

ライブ盤やクラッシックなどの CD や MD で、テープの片面 
し録音しきれないよつな長い巧を録音するの便利です。 

■オンキヨー製品むがと組み合わせている場合 


手動で録音ずるページ） 

オンキヨー製 INTEC2 日已シリーズや FR シ U —ズじ(外の CD 
や MD か5録音する方法です。 


K-505FX(13-15){SN 293440 25) 


15 


05.3.9, 3:04 PM 










録音する 




f CD ダビング(アル J 仏/フてー ドアクト) 

V 

ノ 


2 3 



5 


カセツトを入れる 



才ーフン/ク□-ス 

A ボタンを巧してカセットトレイを開さ 
ます。 

テープ面を奥側にして、 A 面または 
録音する側を上向をにのせる。 



• A ボタンを押してカセツトトレイを閉じ 
ます。トレイを軽<押して閉じることわ 
でさます。 

ご注意 

一 -*-*-- 

トレイを閉じるとさに指をはさまれないよラ 
にごミ主意ください。 



ドルビー NR のタイプを選ぶ 

DOLBY NR ボタンを（く 0返し）巧し 
て、皿巨、 nnc または「オスを選び 
ます。 

□□巨、 ace または消口（オフ） 


ヒン 


録音時と同じドルビー NR のタイプで再生する 
とより良い音になります。録音時のドルビー 
NR のタイプを;><モしておくと便利です。 



リバースモードを選ぶ 

REV . M 日 DE ボタンを（く 0返し）押し 
て、 「二」 または 「こ)」 を選びます。 

または 


•詳しくは「1」バースモードを選ぶ」 
(陪1已ぺージ）をご覧ください。 



ヒン 


オンキヨー製 INTEC 20 巳シ U —ズや FR シ 
U ーズ側で録音したい曲をメモリーしておく 
と、モ U —巧だけの CD ダビングびでさま 
す。（言羊しくは、 INTEC 20 已シ IJ — ズや FR シ 
U - ズの取扱説明書を参照してください。） 


5 

ALBUM 



FADE た -. 


CD ダビングを始める 

乃レノ（ム CD ダビングを行うときは、 ALBUM 

ボタンを押します。 

フエードアウト CD ダビングを巧うときは、 

FADE ボタンを巧します。 

• テープは片側方向へ巻さ戻しを始めま 
す。同時に CD プレーヤーはディスク全 
体を高速で再生して、再生レベルの最 
ち局いところを探します。この両方の 
動作び完了したのち、本機はリーダー 
テープ部（テープの両端にある透明な 
録音できない部分）を避けるため、 A / 
巨両面の初めの1日秒間は無音部分を作 
ります。本機や CD プレーヤーびこの動 
作を終えるまで、どのボタンわさね5 
ないでください。 

CD ダビングを止めるには 

本機または CD プレーヤーの■ボタンを 

巧します。 


ヒン 


録音レベルは自動的に設定されますが 、 REC LEVELA / ▼ボタ 

ンでさ b にお好みの録音レベルに調節でさます。 CD ダビングを 

開始したとさに 、 REC LEVELA / ▼ボタンを押すと自動設定さ 

れたところが曰で表示され、 一目からら の間で調整でさます。 

ご'ま意 

• CD やテープが正しくセツトされていないとき、または本機 
と CD プレーヤーが停止状態でないときは、 CD ダビング表示 
が点滅し、編集はスタートしません。 

• 1巧の長さがテープの片面に収まらない場合、その曲は消去 
されず、 A 面か b 巨面にそのまま続けて録音されます。 

• フエードアウトは U - ダーテープ部分によって、完全に録音 
でさない場合びあります。 

• テープ終端のをりが約30秒政下の場合、録音できません。 

• ドルビー NRJ 」 バースモード、録音レベルの設定は、本磯をス 
タンバイ状態にしても記憶されますび、電源コードを抜いたと 
きや停電時は、お買い上げ時の設定に戻ります。ドルビー NR 
は r オフ」、 U パ‘ースモードは r こ)」、録音レベルは「日」です。 
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録音する 


連続で CD ダビングをする 


テー プの途中から CD ダビングをずる 



3 6 5 


ご注意 

テープに続けて録音でさる残量があることを確認して操作して 
<ださい。 


CD ダビングを止める 



本機またはオンキヨー製 INTEC 2 日已シ 
U ーズゃ FR シ U —ズの編集動作を止めま 
す。 

ご注意 

停止後は本臟の操作をしないでください。本 
機側の操作をすると、 CD ダビング状態が解 
除されます。 


と CD を入れ換える 


レーベル面を上に 



3 

ALBUM 



FADE た•一 


CD ダビングを再開ずる 

AL 巨 UM ボタンまたは FADE ボタンを押 
します。 

CD プレーヤーは入れ誓えたディスクの 
ピークレベルを検出します。この場含 
テープはきを戻ししません。 

その後、本機はダビングを再開します。 


カセツトを入れる 


2 ドルビー NR のタイプを選ぶ 

DOLBY NR 


〇 リバースモードを選ぶ 



4 録音したい CD を入れる 


5 本機を録音待機状態にずる 




♦/ H ボタンを押します。 



録音面を切り換えるには 

•/ II ボタンを押しなが5、◄/►ボタン 
(◄または ►) を押します。 



6 CD ダビングを始める 


ALBUM 



FADE [ ご-'、 


AL 巨 UM ボタンまたは FADE ボタンを押 
します。 

テープはきさ戻しをせず、約日秒間の無音 
部分を作0、録音を始めます。 
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録音する 


CD シンク a/MD シンク a 録音 


本機を INTEC 20 日シ U —ズや FR シ U —ズとケーブル 
で接続した場合、録音待機状態にしてか 5 CD の再生を始め 
るだけで自動的に本機の録音ち始まります。 

ライブ盤やクラッシックなどの CD や MD でテープの片面に 
録音しきれないような長い巧などはシンク n 録音してくだ 
さい。 

ごを意 

カセットの U —ダーテープ部分（録音でさない部分）は、巻さ 
とっておいて < ださい。 


2 3 



8 47 


カセツトを入れる 



才ープン/ク□-ス 

A ボタンを巧してカセットトレイを開さ 
ます。 


テープ面を奥側にして、 A 面または 
録音する側を上向をにのせる。 



• A ボタンを押してカセツトトレイを閉じ 
ます。トレイを軽<押して閉じることわ 
でさます。 

ごを意 

一-*-*-- 

トレイを閉じるとさに指をはさまれないよラ 
にごミ主意ください。 



ドルビー NR のタイプを選ぶ 

DOLBY NR ボタンをく 0返し巧して、 
□□ B 、 □□ c または r オフ」を選びます。 

□□巨、 □□(：) または 消口（オフ） 


ヒン 


録音時と同じドルビー NR のタイプで再生する 
とより良い音になります。録音時のドルビー 
NR のタイプを;><モしておくと便利です。 


3 



4 



5 


6 



CD プレーヤー 
または 

MD レコーダー 


リ バースモードを 選ぶ 

REV . M 日 DE ボタンを（くり返し）巧し 
て、「二」または「こ)」を選びます。 

^ または、^ノ 

•詳しくは 「 U バースモードを選ぶ」 

(陪1日ぺージ）をご覽ください。 


カウンターをリセットずる 



録音したい CD または MD を入れる 


レーベル面を上に 



矢印の方向に差し込む 


CD や MD の再生を始める 

CD プレーヤーまたは MD レコーダー側で 
録音したい巧を;<モリーしておくと、方 
モ U —巧だけのシンク n 録音びできま 
す。（言羊しくは INTEC 2 日已シ U — ズの 
CD プレーヤーまたは MD レコーダーの取 
扱説明書をご賣ください。） 
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録音する 



録音待機状態にする 

♦/II ボタンを押しなびら、 -4 も►ボタン 
(◄または ►) を巧して、テープの走行 
方向を巧めます。 

- ■*—*»■ - 

ごな意 
一 

◄方向か6録音する場合、 U バースモード 
が"〇"となっていてち片面のみの録音と 
なります。 


8 録音レベルを調整ずる 



——録音レベルは録音するソース 
—— や音楽により異なります。本 
^ ^機では一番大きな音のとさに 
^ ^ピークレベル表示の末端び、 

L K ^タル テープでは 下か52 つ 
目の赤び、八イや ノーマルテープでは 下 
から]つ目の赤び時々点灯するよラに 

REC LEVELA / ▼ボタンで調整してくだ 
さい。「▲」を押すと録音レベルび高くな 
り、「▼」を押ずと録音レベルび低くなり 
ます。 



▲ボタンまたは▼ボタンを押すとカウンター 
部分に内蔵ボリュームのレベルが2ケタの数字 
で表示されますので、録音時の目安にしてく 
ださい。また、▲ボタンと▼ボタンを同時に2 
秒政上押すことにより、録音 レベルを 素早く 
さげる（曰0にする）ことびでをます。一度 
録音したテープを消まするとさに便利です。 


9 



CD プレーヤー 
または 

MD レコーダー 


再度 CD プレーヤーまたは MD プ 
レーヤーの再生を始める 

INTEC 2 日已シ U —ズや FR シ I 」ーズの CD 
プレーヤーまたは MD レコーダー側で■ボ 
タンを押し、をラー度最颗]から CD や MD 
の再生を始めてください。録音び始まり 
ます。 


CD シンク IH / MD シンク□録音を止 
めるには 

本機または CD プレーヤー/ MD レコーダー 
の■ボタンを押します。 


無音部を作る 



才ートスべース 

録音中または録音待機中に〇ボ 
タンを巧ず 

► (または ◄) 表示び点滅しなび5約已 
秒間の無音部分を作った後、録音待機状 
態になります。 

• 已秒攻上の無音部分を作0たいとをは、 

才ートスぺース 

〇ボタンを巧し続けてください。 

• 已秒];(下の無音部分を作0たし、とさは、 

► (または ◄) 表示び点滅中に ♦/ll 
ボタンを押して < ださい。 



ごま意 

ドルビー NR 、 U バースモード、録音レベルの設定は、本機をス 
タンバイ状態にしても記憶されますび、電源コードを抜いたと 
さや停電時は、お買い上げ時の設定に戻ります。 

お買い上げ時の設定は、ドルビー NR 「オフ」、 U バースモード 
「こ)」、録音レベルはに0」です。 
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録音する 


r ず绩で録音する 

V_ 


ごを意 

カセットの U —ダーテープ部分（録音でさない部分）は、巻さ 
とっておいて < ださい。 


2 3 



カセツトを入れる 



才ープン/ク□-ス 

A ボタンを押してカセットトレイを開さ 
ます。 


テープ面を奥側にして、 A 面または 
録音する側を上向さにのせる。 



• A ボタンを押してカセツトトレイを閉じ 
ます。トレイを軽<押して閉じることち 
でさます。 

一-*-^- 

ごを意 

トレイを閉じるとさに指をはさまれないよラ 
にごミ主意ください。 



ドルビー NR のタイプを選ぶ 

DOLBY NR ボタンをく 0返し押して、 
□□ B 、 ncc または r オフ」を選びます。 

□□巨、または消口（オフ） 


ヒン 


録音時と同じドルビー NR のタイプで再生する 
とより良い音になります。録音時のドルビー 
NR のタイプを;><モしておくと便利です。 



リバースモードを選ぶ 

REV . M 日 DE ボタンを（くり返し）押し 
て、 「二」 または「こ)」を選びます。 

または 

•詳しくは 「 U バースモードを選ぶ」 
(陪]日ぺ—ジ）をご賣ください。 


カウンターをリセットずる 



録音 ソースを 再生ずる 


録音待機状態にずる 

レック/ボース 

本磯の ♦/ H ボタンを押して、録音待機状 
態にします。 


録音レベルを調整ずる 

録音レベルは録音するソースや音楽によ 

_0異な0ます。本機では一番 

== 大きな音のときにピークレべ 
—— ル表示の末端び、メタルテー 
S ^ プでは下か52つ目の赤び、 
T ■て" ) V イやノーマルテープでは下 
か 5] つ目の赤び時々点灯す 

るぶラに 

REC LEVELA / ▼ボタンで調整してくだ 
さい。「▲」を押すと録音レベルび高くな 
り、「▼」を押すと録音レベルび低くなり 
ます。 


ヒン 


▲ボタンまたは▼ボタンを巧すとカウンター 
音に分に内蔵ボ U ュームのレベルが2ケタの数字 
で表示されますので、録音時の目安にしてく 
ださい。また、▲ボタンと▼ボタンを同時に2 
秒じしけ甲すことにより、録音レベルを素早く 
さげる（日己にする）ことびでさます。一度 
録音したテープを消まするとさに便利です。 
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録音する 



録音を始める 

^^■^ボタンくィまたは^)を巧して録 
音を始めます。 

一 

ごま意 

1」バース方向か5録音する場合、リバース 
モードび「0」となっていてち片面のみ 
の録音となります。 


録音を止めるには 

録音ソースの再生を止めて、本機の■ボタン 
を巧します。 


ごま意 

ドルビー NR 、 U バースモード、録音レベルの設定は、本機をス 
タンバイ状態にしてち記憶されますげ、電源コードを抜いたと 
さはお買い上げ時の設定に戻ります。 

お買い上げ時の設定は、ドルビー NR 「オフ」、 U バースモード 
「こ U 録音レベルはに0」です。 


ONKVO 

CASSETTE LOADING MECHANISM 

DOLBY m の . MODE 

□I ◎ ◎ 

OSTAHD 折 , OH ":，…— 

〇 @ DC 

み ◎ 

]‘E 

をを 

lo c4S5r. 

■ -II 

«. I ■» 

ETiPEDECK K-505FX 



レックボース オートスぺース 

参/ II ボタン 〇ポタン 



録音を一時停止ずる 



レック/ポーズ 

録音中に ♦/ ll ボタンを巧ず 

レック/ボース 

録音中に ♦/ ll ポタンを押すと、録音び一時停止します。 
•録音を再開するときは、◄/►ボタン（◄または ►) を 
押して < ださい。 


■オートスペースについて 

才—トスべ—ス プレイ 

録音中または録音待機中に〇ボタンを巧すと、 ► (また 
は ◄) 表示げ点滅しなび5約已秒間の無音部分を作ったあ 
と録音待職状態になります。日秒];(上の無音部分を作0たし、 
とさは押し続けてください。已秒 L 处下にしたいとさは、 ► 
(または ◄) 表示び点滅中に ♦/ll ボタンを押してくださ 
い。 
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困つたとをは 


まず下記の内容を確認してみてください。接続した他機に原因がある場合もありまずので、他機の取扱説明書も参照しな 
が5あわせてご確認ください。 

電源 

電源が入5ない 

•電源プラグびコンセントか5抜けていないか確認してください。 C 12 ページ） 

•一度電源プラグをコンセントか5抜き、日秒し: LL 待ってから再度コンセントに差し込んでください。 

曰 ド 

音声が出力されない/小さい_ 

•接続コードのプラグは契まで差し込んでください。 C 1 1ページ） 

• 接続した機器の入力端テ/出力端テに間違いびないか確認してください。吕ページ〕 

•ケーブルび巧れ曲げった0損傷していないか確認してください。 

ノイズが出る/音が軍む/音が猜ぶ_ 

• オーディオ用ピンコードと電源コードなどを束ねると音質び祟化しますので避けてください。 

•接続 コー ドび影響を受けている可能性びあります。接続 コー ドの位置を動かしてみてくださし、。 

•デッキ内部にゴミび付着していると音びかすれた0、飛ぶことびあります。へッドク U - ニングカセットで清掃してく 
ださい。 C 7 ぺージ〕 

•テープび伸びていると左ちの音のバランスび<ずれることげあります。テープを交換してください。〔7ページ〕 
•テープの読み込み部が磁化されていると、「ヴ~」といラ雑音びをくな0ます。消磁してください。17ページ〕 
•テープび段つきになっていて堅くきかれていると音げ「ワウワウ」とラなったり、音飛びび起こります。早送りをして 
卷さ直して < ださし、。 

• 録音したテープ自体のひずみでないか、別のテープと交換してみてください。 

高音が強調されずぎる/高音が出ない 

•録音したときのドルビー NR と再生するとをのドルビー NR モードを合わせてください。 U 4ベージ〕 

•へッドに汚れげある場合は、高音域び出にくくなることびあります。へッドクリーニングカセットで清掃してください。 

口ぺージ〕 

録音 

録音ができない_ 

•カセットテープの誤消去防止用ツメび巧5れているとさは、セ□八ンテープなどを貼ってください。 C 7 ページ〕 

•録音レベルび「日〇」になっているときは、録音できません。正しい録音レベルに調整してください。 U 9、20ベージ〕 

その他 

選。ができない_ 

• 巧と曲の間の無音部が短いと頭出しびでさません 。 U 4ページ） 

•無音部に雑音が多いと、頭出しびラまくできないことびあります。 Cl 4ページ〕 

オンキヨー製が部機器とのシステム機能が働かない _ 

• FM ケーブルとオーディオ用ピンコードの両方び正しく接続されているか確認してください。 （ RI ケーブルの接続だけ 
ではシステムとして働さません。） [1 吕ページ〕 

A -905 FX (アンプ）と組み合わせる場合 
音び出ない/システム機能が働かない/リモコンが働かない 

• A -9 日日 FX の MAIN IN 機能び働いていないか確認してください。詳しくは A - 目〇已 FX の取扱説明書をご覽ください。 


結露について 

本機を冷えた所か5暖かい部屋に持ち込んだり、寒い部屋をス I -ーブなどで急に暖めた場合、本機の内部に水滴びつ 
くことびあります。これを結露といいます。そのままでは正常に働かないばかりではなく、テープびいたんだ0、か 
5みついたりして正常なテープ走行びできなくなることびあります。結露しているおそれびある場合は、電源を入れ 
て約]時間放置してか5ご使巧ください。また、本機をご使用にな5ないときは、カセットテープを取り出しておく 
ことをおすすめします。 


•本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していまずび、ごくまれに外部か5の雑音や巧害ノイズ、ま 
た静電気の影響によって誤動作ずる場含がありまず。そのようなときは、電源プラグを巧いて、約10秒む上放置して 
か5電源プラグを接続してください。 


•製品の故障により正常に録音でをなかったことによって生じた損害 （ CD レンタル料等）については保 i 正巧象になりま 
せん。大事な録音をするときは、あ5かじめ正しく録音できることを確認の上、録音を巧ってください。 
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主な仕様 


型式： オート U バースシングルデッキ 
トラック型式： 4 トラック 2 チヤンネルステレオ 
録音ち法： AC バイアス 
消去ち法： AC 消去 
テー プ速度： 4. 7 目 cm/sec 
ワウ.フラッ ター： 0.10 /〇 (WRMS) 

周玻数特性： 3 日 〜] 3 日 0 日 Hz±3d 目ノーマルポジション 
30 〜] 4000 Hz±3d 巨ノ、イポジシ 3 ン 
30 〜]已〇〇 0Hz±3d 巨 
SN 比： 曰 4 服 

(30/oTHD レベル、メタル、ドルビー NR 日 UT) 
日 type IN で 1 日 d 巨（日 kHz) 向上 
Ctype IN で 20d 巨（己 kHz) 向上 


音靑入力： L/R ] 系統 
入力感度： 80 mV 
入カインピーダンス： 已日的 
音靑出力： L / R 1系統 
基準出力： 已 OOmV 
負荷インピーダンス： 已日 knl ； (上 
モーター ： DC ヴーホモーター"固 
ヘッド： 八ードパーマ□イへッド 1 個成を音、再生） 
フェライトへッド1個（消去） 

電源： AC ] 00 V 、已0/目 OHz 

消費電力 ：] 1 W (電気用品安全法技術基準） 

待機時電力： 0.日 W 

夕1•お寸ミち（巾畐 X 高さ X 奥! 5) : 20 已 X 7 目 x 274 mm 
質量： 2.6 kg 

許容動作温度/湿度： 己で〜3己で/日％〜8已％ 


仕様およびが観は性能向上のため予告なく変更することびあります。 


修理にごいて 


■保註 書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上 
げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いたださ、大切に 
保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰よ 0] 年間です。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よ<お読みいたださ、お調べく 
ださい。本機政がの原因ち考えられます。ご使用の他の 
オーディオ製品ちあわせてお調べください。それでちなお 
異南のあるとさは、電源プラグを抜いて修理を依頼してく 
ださい。 

修理を依頼されるとさは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓□-修理窓口のご 
案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓□までお知らせく 
ださい。 

^おる前 
^お電話番号 
^ご住所 

►► 製品ち [K-505FXJ 


■オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口 •修理窓□のご案 
内」をご賣ください。 

■保話期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証書をご持参 
ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはおおくのオンキ 
ヨー修理窓□へご相談<ださし、詳細は保証書をご覧くだ 
さい。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはおおくのオンキヨー修理窓口へご相 
談ください。修理によって機能び維持できる場合はお客様 
のご要望によ0有料修理致します。 

■捕修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り媛最低8年間保有し 
ています。この期間は経済産業省の指導によるものです。 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
品です。保有期間経過撥でわ、故障箇所によっては修理巧 
能の場合びありますのでお買い上げ店、またはお近くの才 
ンキヨー修理窓□へご相談ください。 


でさるだけ詳しい故障が況 
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ご購入されたとさにご記入 < ださい。 

修理を依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年ち 曰 

ご購入店名：_ 

Tel . ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

71»3-说巧を杜 

本社大阪府寝屋りI巿日新町 2-1 干 572-8540 



http://www.jp.onkyo.com/ 


製品のご使用方まについてのお問い合わせ先：カスタマーセンター Printed in Japan 

ナビ ダイヤル 〇日已 7 日 (01)81 11 (全国どこからでも市内通話料金で通話いただけます） G0503-1 

または0 072 (831)81 11 (携帯電話、 PHS から） 


SN 2934402已 

(C) Copyright 2005 ONKYO CORPORATION Japan. All rights reserved. 
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